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新宿駅西口広場イベントコーナー（JR新宿駅西口）

　11月といえば、土木コレクション、通称「ドボコレ」が
新宿駅西口広場を彩る月です。今年は昭和100年になる
節目の年ということで、これまでに造ってきたダムなど大型
のインフラ、現在進行形の大規模工事に関連するパネルや
模型、写真をそろえました。会場は5つのゾーンから成ります。
　ZONE1が「ダムゾーン」です。ダムカード817枚を一挙
公開する他、八ツ場ダムの迫力のある写真や模型、動画を
展示します。
　ZONE2とZONE3では、「昭和100年および台湾土木遺産
ゾーン」と銘打って、昭和を振り返った年表、昭和時代に
造られた青函トンネルのタペストリー、それから台湾に息づ
く日本の土木遺産を紹介します。
　ZONE4は「渋谷駅改良工事ゾーン」です。「100年に
一度」の大規模再開発が進行中で、未来型都市へと変わり
ゆく渋谷の計画概要や、JR東日本が取り組んだ工事記録
などを展示します。
　ZONE5の首都高ゾーンでは、現在工事が進行中の「日本
橋地下化」にまつわる展示などを用意しています。地下に
トンネルを構築し、2040年までに現高架橋を撤去するという
壮大な事業を模型とパネルで詳細にお伝えします。
　土木コレクション2025を通して、昔から変わらぬ土木の
奥深さ、面白さを感じ取りながら、変わりゆく魅力も一緒に
ご堪能いただければ幸いです。
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土木コレクションミュージアム（ドボコ
レミュージアム）では、土木コレクション
で展示する貴重な写真や図面、歴史資
料の数々をWeb空間上にバーチャルで
展示・公開しています。これまでのコン
テンツを全て見ることができます。 https://www.jsce-dcm.com/

ダムは形も役割も様々で同じものはひとつとしてありません。今回は
ダムの歴史や構造の違いを紹介し、ここでしか見ることができない
“ダムカード横断幕”では全国各地の公式ダムカードを一挙公開します。
また、首都圏の暮らしを支える八ッ場ダムの役割を紹介し、建設時の
写真や動画、模型、旧吾妻線のレールも展示します。

ダムゾーン
ZONE 1

多くの路線が結節する渋谷駅周辺では、現在「100年に一度」の大規
模再開発が進行中です。駅とまちの一体的な開発により、歩行者ネット
ワークや広場整備が進むことで、都市の利便性と魅力が向上し、未来
型都市への進化が期待されています。今回は再開発計画の概要ととも
に、これまでJR東日本が取り組んだ工事記録を中心に紹介します。

渋谷駅改良工事
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昭和100年および
台湾土木遺産ゾーン

そぶんけい

1923年の関東大震災からの復旧、戦後復興、高度成長時代を経て現
在に至る「昭和100年」の変遷を図表で示し、「台湾に息づく日本の土
木遺産」を特別展示します。嘉南大圳（1930年竣工）は八田與一による
総延長約1万6000kmの灌漑・排水路網、曾文渓水路橋（1929年竣工）
は台湾で唯一確認されている増田淳の設計作品です。

かなんたいしゅう よいち

,ZONE2 ZONE3

日本橋区間地下化事業では準備工事である呉服橋と江戸橋出入口の
撤去工事が完了。2025年4月より八重洲線の長期通行止めを行うなど、
いよいよ本格的に工事が動き出し、日本橋周辺の再開発（まちづくり）と
一体となって事業を推進しています。併せて、都心環状線の機能確保の
ため、新たに整備する新京橋連結路も、模型やパネルでご紹介します。

首都高ゾーン

ZONE5

同時開催
東京都建設局では、橋を通じて土木の意義や魅
力を都民の皆様に知っていただくことを目的に、
土木の日（11月18日）に合わせて「東京 橋と土
木展」を開催しています。13回目となる今年の
テーマは「橋の魅力を知る」。品川・高輪地区で
の環状第4号線の橋梁架設や新橋～横浜区間
の浮世絵の展示、「ミニ講演」などを実施します。

東京 橋と土木展


